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Coff ee Break
行政もユーザーも注目の“木”

FRONT RUNNER
未来工業株式会社

+Biz Topics
News pick up! 住友林業ニュース

建材マンスリー資料室

特集　
物流合理化によるCO₂削減と地域貢献を目指す
ホームエコ・ロジスティクス株式会社始動

物流システムの
業界常識に変革を!



数
の
減
少
、顧
客
ニ
ー
ズ
や
仕
様
の
多
様

化
に
よ
る
受
注
単
位
の
細
分
化
、運
賃
の

高
騰
な
ど
の
市
場
の
変
化
に
よ
り
、資
材

メ
ー
カ
ー
や
地
域
の
流
通
店
、住
宅
メ
ー

カ
ー
に
と
っ
て
、受
注
か
ら
現
場
納
品
に

至
る
ま
で
の
コ
ス
ト
削
減
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

イ
メ
ー
ジ
は
「
建
材
の
宅
配
便
」

―
―
エ
コ
ロ
ジ
社
は
そ
れ
ら
の
問
題
に

対
し
て
、ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

ま
し
た
か
。

　

ひ
と
言
で
言
う
と
「
建
材
の
宅
配
便
」

で
す
。つ
ま
り
、資
材
メ
ー
カ
ー
か
ら
現

場
へ
直
送
さ
れ
て
い
る
資
材
を
、地
域
ご

と
に
設
置
し
た
「
中
継
セ
ン
タ
ー
」で
一

旦
荷
受
け
し
、現
場
工
程
に
合
わ
せ
て
必

要
な
資
材
を
計
画
的
に
納
品
で
き
る
よ

う
に
し
た
の
で
す
。

　

２
０
０
６
年
、住
友
林
業
の
住
宅
事

業
本
部
で
は
、Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
（N

etw
ork 

A
ided C

onstruction S
upport 

System

・
２
０
０
１
年
か
ら
運
用
開
始
）

と
い
う
資
材
メ
ー
カ
ー
発
注
か
ら
納
品

管
理
に
至
る
建
築
現
場
の
工
事
工
程
全

般
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
基
盤
に
、

全
国
27
拠
点
の
中
継
セ
ン
タ
ー
網
を
通

じ
て
、複
数
の
メ
ー
カ
ー
の
資
材
を
集
約

し
、建
築
現
場
へ
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ

ム
で
配
送
す
る
新
し
い
物
流
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
ま
し
た
。今
般
の
事
業
は
、こ

れ
ま
で
当
社
内
で
培
っ
て
き
た
こ
の
ス

キ
ー
ム
を
、広
く
ご
提
供
し
て
い
く
も
の

で
す
。中
継
セ
ン
タ
ー
か
ら
、複
数
の
メ
ー

カ
ー
の
資
材
を
積
み
合
わ
せ
て
各
現
場

ま
で
配
送
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。同
時
に
、現
場
か
ら
の
納
入
指
示
も

大
幅
に
削
減
で
き
ま
す
。住
友
林
業
の

住
宅
事
業
で
は
２
０
０
8
年
度
ま
で
の

３
年
間
の
運
用
で
、完
工
棟
数
の
約
98
％

が
こ
の
仕
組
み
を
利
用
し
て
納
入
さ
れ
、

現
在
で
は
資
材
メ
ー
カ
ー
59
社
が
参
画

し
て
い
ま
す
。構
造
部
材
の
一
部
か
ら
木

質
内
装
部
材
、住
設
機
器
、衛
生
陶
器
な

ど
に
至
る
ま
で
、各
資
材
の
特
性
に
合
わ

せ
た
積
載
・
配
送
方
法
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
蓄

積
し
て
き
ま
し
た
。工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
連
携
し
て
「
必
要
な
資
材
を
、必
要
な

時
に
、必
要
な
量
だ
け
」納
品
す
る
こ
と

を
可
能
に
し
、す
で
に
住
友
林
業
の
住
宅

向
け
に
活
用
し
て
い
る
仕
組
み
に
、資
材

メ
ー
カ
ー
や
他
の
住
宅
会
社
の
物
流
も

乗
せ
、全
体
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。こ

の
ス
キ
ー
ム
は
、住
友
林
業
が
建
材
商
社

事
業
と
住
宅
事
業
の
両
方
を
有
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

住
資
材
物
流
の
合
理
化
と

C
O
²
削
減
で

経
済
・
環
境
・
社
会
に
貢
献

―
―
中
継
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

中
継
セ
ン
タ
ー
は
全
国
21
社
、27
拠
点

あ
り
ま
す
。「
現
場
の
代
理
荷
受
け
場
所
」

で
あ
り
「
現
場
作
業
待
ち
と
な
る
資
材

の
一
時
保
管
場
所
」と
い
う
位
置
づ
け
で

す
。工
務
店
な
ど
か
ら
の
納
品
指
示
に
従

い
、検
品
か
ら
保
管
ま
で
現
場
納
品
業
務

を
行
い
ま
す
。21
社
中
５
社
は
運
送
会

社
で
は
な
く
、物
流
業
の
認
可
を
取
得
し

た
地
域
の
建
材
納
材
店
で
、自
社
の
部
材

配
送
や
拠
点
に
よ
っ
て
は
プ
レ
カ
ッ
ト
納

材
、サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
機
能
を
有

し
て
い
ま
す
。そ
こ
に
中
継
セ
ン
タ
ー
機

能
が
加
わ
る
こ
と
で
、今
後
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
が
生
ま
れ
れ
ば
、さ
ら
な
る
配
送
コ

ス
ト
の
低
減
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

―
―
今
後
の
エ
コ
ロ
ジ
社
の
展
望
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

損
益
面
で
は
、初
年
度
か
ら
の
黒
字
を

目
指
し
ま
す
。当
初
は
建
具
や
洗
面
化

粧
台
、シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
な
ど
の
住
宅

資
材
の
物
流
事
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
が
、将
来
的
に
は
取
り
扱
い
品
目
を
拡

大
し
て
い
く
予
定
で
す
。す
で
に
、流
通

店
や
住
宅
メ
ー
カ
ー
に
は
、効
率
的
な
物

流
戦
略
の
企
画
立
案
、物
流
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
提
案
中
。今
後
も
業
界
各
社
の

ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
分
野
を

開
拓
し
、果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
事
業
に
よ
り
、各
建
築
現
場
へ
の
配

送
回
数
が
全
体
で
削
減
さ
れ
て
、C
O
²

排
出
量
削
減
に
も
寄
与
し
、地
域
社
会
、

経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

エコロジ社の物流システムの仕組み
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従来の物流システム

「エコロジ社」の物流システム

資材
メーカー
A

資材
メーカー
B

資材
メーカー
C

資材
メーカー
D

工事
現場
1

工事
現場
2

工事
現場
3

工事
現場
4

資
材
メ
ー
カ
ー

工事現場1

工事現場2

工事現場3

工事現場4

納品場所変更

現場案内図、配車手配

欠品、破損連絡
再配達手配

不在、持ち戻り
再配達手配

納期変更連絡

出荷調整、配車手配

各資材メーカーが工事現場ごとに納品。天候などにも左右され、非効率、高コストだったが……

中継センターを経由して、共同配送とジャスト・イン・タイム納品の実現で、原価低減！

出荷調整

出荷調整

工事現場1

工事現場2

工事現場3

工事現場4

納期変更連絡

納品場所変更
資
材
メ
ー
カ
ー

中
継
セ
ン
タ
ー
（
現
場
案
内
図
、配
車
手
配
）

欠品連絡
再納期連絡

破損連絡、
再納期連絡

「不在」
「持ち戻り」
ナシ

資材
メーカー
A

資材
メーカー
B

資材
メーカー
C

資材
メーカー
D

中
継
セ
ン
タ
ー

工事
現場
1

工事
現場
2

工事
現場
3

工事
現場
4

迫
ら
れ
る
物
流
の
コ
ス
ト
削
減

―
―
現
在
の
住
宅
物
流
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
問
題
点
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
、資
材
メ
ー
カ
ー
が
建
築
現

場
に
資
材
を
納
入
す
る
際
、工
事
現
場
同

士
が
ご
く
近
隣
で
あ
っ
て
も
、住
宅
会
社

が
異
な
る
場
合
は
別
々
の
ト
ラ
ッ
ク
を

チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
直
送
し
て
い
ま
し
た

（
左
図
参
照
）。そ
の
た
め
、効
率
が
悪
く
、

余
分
な
コ
ス
ト
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、工
事
現
場
の
進
捗
状
況
と
配

送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
以
前

か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。例
え
ば

天
候
不
良
で
工
期
が
遅
れ
る
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
す
が
、現
場
と
し
て
は
工
事
進

捗
か
ら
ず
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
資
材
を

納
入
さ
れ
て
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。そ
の
場
合
は
一
旦
資
材
メ
ー
カ
ー

が
引
き
取
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
な
る
と
保
管
の
コ
ス
ト
が
か
さ
む

だ
け
で
な
く
、破
損
な
ど
の
ロ
ス
も
発
生

し
、資
材
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。加
え
て
、着
工

エコロジ社が提供する物流システムとは、どのような仕組みなのでしょうか。
坂社長が、事業内容、設立の背景、物流システムの仕組み、
今後の展開などについて語ります。

Chapter 1 

『建材の宅配便』で
共同配送を実現し、
物流コストと
CO2を削減

坂
ば ん

 直
ただし

住友林業株式会社
執行役員 木材建材事業本部 副本部長
　　兼 同本部 事業開発部長

兼 ホームエコ・ロジスティクス株式会社
代表取締役社長

坂社長が語る
「エコロジ社が提案する
物流システム」とは？

物流システムの
業界常識に
変革を!

物流合理化によるCO₂削減と地域貢献を目指す
ホームエコ・ロジスティクス株式会社始動

特集

新築着工戸数が80万戸を切る
中、あらゆる部分での合理化が
求められている住宅業界。物流
費用などの固定費の削減は、資
材メーカー、流通業、住宅メー
カーにとって大きな課題となっ
ています。
住友林業では、住宅資材の物流
合理化・効率化による原価低減
を実現する「ホームエコ・ロジ
スティクス株式会社（以後、エ
コロジ社）」を今年４月に設立。
独自の住宅資材物流システムを
提供することでコスト削減を実
現すると同時に、住宅資材物流
分野におけるCO₂排出量の削減
にも寄与、社会および地域経済
の発展に貢献することを目指し
ています。
今回の特集では、エコロジ社が
提供する物流システム運営事業
の仕組み、導入のメリットなどに
ついてのポイントを紹介します。
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物流システムの
業界常識に変革を!
物流合理化によるCO₂削減と地域貢献を目指す
ホームエコ・ロジスティクス株式会社始動

特集

因
に
繋
が
る
場
合
も
多
く
、作
業
効
率
低

下
の
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

そ
の
配
送
業
務
も
従
来
は
い
わ
ゆ
る
一
般

の
配
送
業
者
さ
ん
が
運
搬
す
る
ケ
ー
ス

が
大
半
で
、決
し
て
建
材
専
門
で
は
な
い

継
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
の
で
、例
え
ば

万
一
破
損
が
あ
っ
た
場
合
、現
場
着
予
定

日
の
数
日
前
に
把
握
で
き
、工
事
進
捗
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
で
き
ま
す
。中
継
セ

ン
タ
ー
か
ら
現
場
へ
は
「
分
割
納
品
」が

量
だ
け
納
め
る
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム

納
品
を
実
現
し
ま
す
。複
数
の
メ
ー
カ
ー

の
資
材
を
積
み
合
わ
せ
て
納
入
す
る
の

で
、現
場
へ
の
配
車
数
も
削
減
で
き
、近
隣

ク
レ
ー
ム
の
低
減
に
も
繋
が
り
ま
す
。

し
た
と
こ
ろ
、合
計
約
５
，８
０
０
ton
‐

C
O
²
（
約
17
％
）の
削
減
が
可
能
と
見

て
い
ま
す
。

改善プランを提案
　現状に関する分析を踏まえ、受注から納品まで
の合理化プランや物流事業化
サポート事業を提案。

Step 3 : 解決策

物流機能をエコロジ社に
アウトソーシングすることで、物流が合理化。

パターンB

工事現場1

工事現場2

工事現場3

工事現場4

中
継
セ
ン
タ
ー

物流
合理化

物流
合理化

パターンA

工事現場2

工事現場4

工事現場1

工事現場3

　
　
　
　
　
　
　

 

+
エ
コ
ロ
ジ
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ

物流事業化により自社配送における
コスト低減を図る一方、新たな物流収益を確保。

［提案例］

中
継
セ
ン
タ
ー
機
能地

域
流
通
店

地
域
流
通
店

物
流
機
能
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

エリア-1
計12台

エリア-2
計10台

分析結果
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Step 2 : 現状分析

地域流通店における課題はエコロジ社の物流システ
ム導入でどう解決できるのでしょうか。「物流業務合
理化」提案の具体例を紹介します。

地域流通店
「物流業務合理化」提案

具体例

Step 1 : 課 題

現場配送業務の整理・分析
　「地域条件」「受発注から配送までの業務フロー
検証」「配送原価の把握」など、現状に関する分析
を実施。

業務フロー、配送原価、配車基準など
現状を分析

地
域
流
通
店

納期変更連絡

出荷調整、配車手配
工事現場1

納品場所変更

現場案内図、配車手配
工事現場2

欠品、破損連絡

再配達手配 工事現場3

不在、持ち戻り

再配達手配 工事現場4

物流費を削減したい！
　市場が縮小する中、自社配送部材の物流業務を
改善したいのだが、具体的に
どう取り組んだら良いのか？

配送実績を明確化。
エリアごとの
配車効率を分析。

X社を分析した結果、計4台の減車が可能です。
これは年間約20,000千円のコストダウンにつなが
り、仮に営業利益率を3％とした場合では、約7億円
の売上げ増と同義になります。

X社

エコロジ社が提案する住宅資材の新しい物流システム。
そのポイントを紹介します。

萩平 潔
住友林業株式会社
木材建材事業本部
事業開発部
マネージャー

Chapter 2 

エコロジの
物流システムで
実現する

3つのポイント

エコロジ社の
物流システムに迫る！

　

資
材
メ
ー
カ
ー
の
ケ
ー
ス
を
例
に
と
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。一
般
的
に
、資
材
メ
ー

カ
ー
が
生
産
す
る
資
材
の
価
格
に
は
、現

場
配
送
に
か
か
る
デ
リ
バ
リ
ー
及
び
関

連
業
務
コ
ス
ト
、い
わ
ゆ
る
「
物
流
費
」

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。あ
く
ま
で
標
準
的

な
ケ
ー
ス
で
す
が
、商
品
価
格
を
１
０
０

と
し
た
場
合
、「
製
造
費
」が
50
％
、広
告

宣
伝
費
や
販
売
促
進
費
を
含
む
「
取
引

流
通
費
」が
35
％
、そ
し
て
「
物
流
費
」

は
15
％
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
実
際
に
は
商
品
に
よ
っ
て
割

合
は
異
な
り
ま
す
が
、販
売
価
格
の
５
〜

20
％
程
度
の
物
流
費
が
か
か
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。ま
た
、そ
の
物
流
費
自
体
、倉

庫
に
か
か
る
賃
借
料
や
運
送
に
か
か
る

人
件
費
な
ど
が
「
固
定
費
」と
し
て
発
生

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

以
前
の
よ
う
に
住
宅
着
工
数
が
百
数
十

万
戸
の
時
代
で
あ
れ
ば
、荷
量
に
よ
っ
て

全
体
で
コ
ス
ト
は
薄
ま
り
ま
す
が
、市
場

が
縮
小
し
、絶
対
数
量
が
減
少
す
る
中
で

は
、固
定
費
と
し
て
の
物
流
費
は
負
担
が

重
く
な
り
ま
す
。繁
忙
期
、閑
散
期
に
か

か
わ
ら
ず
定
額
を
負
担
し
続
け
る
方
式

で
は
、利
益
部
分
を
圧
迫
し
ま
す
。も
ち

ろ
ん
、す
で
に
各
資
材
メ
ー
カ
ー
に
お
い

て
も
独
自
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
が
、受
注
単
位
が
細
か
く
な

る
中
、単
独
で
の
改
善
は
限
界
に
近
づ
い

て
き
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

エ
コ
ロ
ジ
社
が
ご
提
案
す
る
物
流
シ

ス
テ
ム
で
は
、業
務
委
託
契
約
を
締
結
し

た
全
国
21
社
・
27
拠
点（
２
０
１
０
年
８

月
現
在
）の
中
継
セ
ン
タ
ー
が
保
有
す
る

倉
庫
や
車
両
を
活
用
し
ま
す
。こ
の
体
制

に
よ
っ
て
、季
節
要
因
な
ど
に
よ
る
荷
量

の
変
動
に
柔
軟
に
対
応
し
た「
規
模
の
変

更
」が
可
能
に
な
り
ま
す
。ま
た
、商
品
特

性
に
基
づ
い
た
配
送
単
価
を
個
別
に
設

定
。物
流
費
を
「
変
動
費
」化
す
る
こ
と

で
、利
益
確
定
を
し
や
す
く
し
、コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
可
能
に
し
ま
す
。

物
流
費
を
「
変
動
費
化
」

　

複
数
メ
ー
カ
ー
の
納
入
資
材
を
中
継

セ
ン
タ
ー
へ
「
集
約
」し
、建
築
現
場
と
の

間
に
立
ち
、保
管
機
能
を
活
か
し
な
が
ら

現
場
納
品
日
を
「
調
整
」、適
時
で
の
搬

入
を
実
現
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
機
能
し
ま
す
。一
般
的
な
建
築
現
場
に

お
い
て
、各
メ
ー
カ
ー
か
ら
直
送
さ
れ
て

来
る
資
材
便
の
総
数
は
実
に
約
40
台
〜

60
台
／
棟
に
上
り
ま
す
。現
場
で
は
荷
受

の
都
度
作
業
を
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
大
変
な
負
担
で
す
。ま
た
現
場
で
の
車

両
往
来
の
多
さ
が
近
隣
ク
レ
ー
ム
の
原

こ
と
か
ら
、ど
う
し
て
も
荷
扱
い
が
荒
く

な
っ
て
し
ま
う
問
題
点
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、破
損
が
生
じ
る
と
、そ
こ
か
ら
の

再
手
配
と
な
り
、そ
の
間
現
場
作
業
が
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

独
自
の
中
継
セ
ン
タ
ー
網
を
活
用
す

る
エ
コ
ロ
ジ
社
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、メ
ー

カ
ー
か
ら
の
納
品
は
、こ
れ
ま
で
の「
各
現

場
配
送
」か
ら
、中
継
セ
ン
タ
ー
へ
の
「
定

点
配
送
」と
な
る
た
め
、出
荷
側
で
の
デ

リ
バ
リ
ー
業
務
が
削
減
さ
れ
ま
す
。メ
ー

カ
ー
か
ら
の
荷
受
・
品
質
確
認
業
務
は
中

可
能
で
す
。中
継
セ
ン
タ
ー
は
、現
場
と
密

接
な
連
絡
を
図
り
な
が
ら
、天
候
等
で
変

わ
り
が
ち
な
工
程
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解

消
。適
時
に
・
必
要
な
資
材
を
・
必
要
な

「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
」に
よ
る
合
理
化

　

前
述
（
Ｐ
．２
、

３
）の
通
り
、エ
コ

ロ
ジ
社
で
は
物

流
の
合
理
化
と

同
時
に
環
境
共

生
も
大
き
な
事

業
目
的
の
一
つ
と

し
て
い
ま
す
。資

材
配
送
の
効
率

化
に
伴
う
C
O
²

排
出
量
の
年
間

削
減
量
を
試
算

C
O
²
排
出
量
を
削
減

資材価格のコストイメージ

UP

DOWN

Point 1

Point 2

生
産
原
価

物流費を変動費化し、コストダウンを図れば、
削減分が利益に直結

利益

人件費他

物流費
利益

人件費他
物流費

材料費材料費

設備費設備費

年間削減量（ton-CO₂） 想定対象数

資材メーカー 約3,000 約12％ 発送件数：18万件

住宅会社 約2,800 約30％ 棟数：5,500棟／年

合計 約5,800 約17％

Point 3

CO₂排出量削減の試算

資材メーカー・建築現場双方の合理性を高める
コーディネート機能
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※ 上記試算は、「住友林業の家」の建設現場への資材配送実
績に基づくものです。

資材
メーカー
A
資材
メーカー
B
資材
メーカー
C
資材
メーカー
D

工事
現場
1
工事
現場
2
工事
現場
3
工事
現場
4

納期
調整

一時
保管

品質
確認

中継センター

一
括
入
荷

分
割
納
品



本物流システム運営事業について、ニュースリリース後、多くの質問をいただい
ています。ここでは、よくある質問をまとめてみました。

Chapter 3 

もっと聞きたいエコロジQ＆A
よくある質問にお答えします

取
り
扱
い
対
象
品
目
は
？

基
本
的
に
住
宅
資
材
全
般
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。ま
ず
建
具
や

洗
面
化
粧
台
、シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
な
ど

の
物
流
事
業
か
ら
開
始
し
、将
来
的
に
は

取
り
扱
い
品
目
を
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は「
建

築
資
材
の
現
場
搬
入
管
理
シ
ス
テ
ム
」と

し
て
特
許
を
出
願
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
ロ
ジ
社
に
費
用
を
払
っ
て

委
託
す
る
よ
り
、自
前
で
仕
組

み
を
作
っ
た
方
が
、よ
り
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
の
で
は
？

も
ち
ろ
ん
、自
前
で
構
築
し
た
配

送
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
も
可
能
で
す
。た
だ
、一
社
単
独
で
の

改
善
に
は
限
界
も
あ
る
の
も
実
態
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。エ
コ
ロ
ジ
社
で
は
、

中
継
セ
ン
タ
ー
か
ら
建
設
現
場
配
送
を

行
う
際
、中
継
セ
ン
タ
ー
独
自
の
荷
物
と

「
相
積
み
」を
行
う
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。ま
た
、エ
コ
ロ
ジ
社
は
、ノ
ン
・
ア
セ
ッ

ト
型
の
３
Ｐ
Ｌ
（
※
）事
業
会
社
で
す
の

で
、車
両
や
倉
庫
は
自
社
所
有
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。当
社
は
一
般
運
送
事
業

者
や
地
域
流
通
店
の
皆
様
と
の
業
務
委

託
契
約
に
よ
っ
て
中
継
セ
ン
タ
ー
網
を

構
築
し
て
お
り
、そ
の
委
託
先
の
経
営
資

源
を
ベ
ー
ス
に
運
用
を
行
い
ま
す
。荷
量

の
変
動
に
応
じ
て
規
模
の
変
更
が
可
能

な
理
由
も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。エ
コ
ロ
ジ

社
で
は
、資
材
の
商
品
特
性
に
基
づ
き
、

部
材
ご
と
の
運
賃
設
定
を
行
い
ま
す
。

運
送
事
業
者
や
地
域
流
通
店
の
皆
様
に

と
っ
て
も
車
両
や
倉
庫
と
い
っ
た
固
定

費
の
か
か
っ
て
い
る
経
営
資
源
を
よ
り

有
効
活
用
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。資
材
メ
ー
カ
ー
、流

通
店
、運
送
事
業
者
、そ
し
て
弊
社
が
Ｗ

Ｉ
Ｎ
‐
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
に
な
れ
る
シ
ス
テ

ム
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

中
継
セ
ン
タ
ー
で
の
資
材
保
管

に
費
用
が
か
か
る
の
で
は
？

保
管
費
用
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、建
築
現
場
の
工
程

と
密
接
に
連
携
を
図
っ
た
上
で
資
材
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
荷
受
と
現
場
配
送
を
行
う

た
め
、コ
ス
ト
は
最
小
限
に
留
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。取
り
扱
う

部
材
の
特
性
に
応
じ
て
、例
え
ば「
断
熱

材
」や「
合
板
」な
ど
汎
用
性
が
高
く
預

か
り
在
庫
と
し
て
の
運
用
を
行
う
方
が

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
商
材
と
、「
建
具
」や

「
住
設
機
器
」な
ど
保
管
期
間
に
規
定
を

設
け
て
運
用
を
行
う
商
材
と
に
分
け
る

な
ど
、細
か
い
条
件
設
定
を
個
別
に
行
い
、

原
価
低
減
に
繋
げ
て
行
く
考
え
で
す
。

な
ぜ
こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
住

宅
資
材
の
物
流
イ
ン
フ
ラ
が
定

着
し
て
こ
な
か
っ
た
の
？

食
品
業
界
や
ア
パ
レ
ル
業
界
等

で
は
、ず
っ
と
以
前
か
ら
共
同
配

送
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。住
宅
業

界
に
お
い
て
取
り
組
み
が
進
ま
な
か
っ

た
理
由
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、ま
ず
、

そ
の
荷
姿
が
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
積
載
効

率
が
悪
い
と
い
う
元
来
住
宅
建
材
の
持

つ
〝
特
性
〞が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。最
終
的

な
荷
受
人
で
あ
る
建
設
現
場
の
都
合
に

よ
っ
て
納
期
が
安
定
せ
ず
、輸
送
中
に
発

生
す
る
傷
等
の
ク
レ
ー
ム
も
多
く
高
額

に
な
る
な
ど
、他
の
荷
物
と
比
較
し
て
住

宅
資
材
が
従
来
の
物
流
イ
ン
フ
ラ
か
ら

敬
遠
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。ま
た
、住
宅

の
建
築
現
場
が
、建
物
の
仕
様
や
自
然
条

件
な
ど
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
い
う

点
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。私
た
ち
は
、こ
れ

ら
の
背
景
や
マ
イ
ナ
ス
要
素
を
取
り
込

み
つ
つ
、住
宅
事
業
で
構
築
し
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
、効
率
的
な
物
流
イ
ン
フ
ラ

へ
と
改
善
す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
、検

討
、事
業
化
を
進
め
て
き
た
わ
け
で
す
。

エコロジ社の物流システムに関するお問い合せ先はこちら

ホームエコ・ロジスティクス株式会社  TEL 03 - 3214 - 3311　

■ エコロジ社の物流システムについて、さらに詳しい説明を聞いてみたい

■ 流通店として物流コストの削減を検討したい

■ 現状の受注から配送までの業務フローを分析してみたい

■ エコロジ社の物流システムを導入したら、
　 自社の物流はどのように変わるのかイメージしてみたい　　　 など

ご
相
談
事
例

QA

QQ A

A

QA

物流システムの
業界常識に変革を!
物流合理化によるCO₂削減と地域貢献を目指す
ホームエコ・ロジスティクス株式会社始動

特集

※ 

３
Ｐ
Ｌ
：
サ
ー
ド
・
パ
ー
テ
ィ・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
（Third 

Party Logistics

）。荷
主
に
対
し
て
商
品
の
受
発
注
・

在
庫
管
理
、情
報
化
ま
で
包
括
的
な
物
流
改
革
を
提
案

し
、一
括
し
て
物
流
業
務
を
受
託
す
る
者
。物
流
関
係
事

業
者
の
み
な
ら
ず
、商
社
な
ど
の
進
出
も
増
え
て
い
る
。

月刊
『ロジスティクス・
 ビジネス』
2010年8月号

「CASE STUDY」

エコロジのビジネスは

物流業界からも

注目されています！
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　12月閣議決定された新成長戦略に「森林・林業の再生、
木材自給率50%以上」「地域材等を利用した住宅・建築物
の供給促進」が掲げられ、林野庁も“コンクリート社会か
ら木の社会へ”をキャッチフレーズに低炭素社会実現の重
要施策として、勢い“木”が脚光を浴びています。5月には
［公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律］
が制定されるなど徐々に現実味も増してきました。これを
勝機と日本ツーバイフォー協会は耐火建築による大規模
建築でも市場拡大を図るべく支援体制を整備するなど住
宅業界の動向も今後活発化しそうです。

　住宅建築者となるエンドユーザーにも新しい動きが見
られます。『月刊HOUSING』が4-5月に実施した読者（現在
住宅建築を検討している/全国1,000件）調査では、［希望
の建築工法］で「木造軸組」が55.1%と昨年比で7ポイン
トも増えており、その要因が気になりました。年齢などのプ
ロフィールに目立った変化が無く、建築予算も微増してい
るので“不況＝低予算＝木軸工法”という構図でも無い。
　そこで［検討重視点］全56項目を見ると、「木をふんだ
んに使った家である」39.9%（5.7ポイント増）が昨年比
で最もポイント増の大きかった項目になっており、加えて
「天然素材を多く利用している」41.3%（3.6ポイント増）
も増加上位5番目と、木の素材感を重視する傾向が木造軸
組工法の希望につながっているようです。

　4月のミラノ・サローネでもアンティーク風の古材をキッ
チンのラックに使うなど、大人のカントリーっぽい演出が
見られ、すでにトレンドに敏感なブランドからは写真のよ
うな商品がリリースされています。シンプルモダンに飽き、
何か自分らしさを求める時、木の素材感に立ち返る時代。
木・天然材の風合い＝使い込んだ良さ＝自分のもの・愛着
＝ヴィンテージ…と価値が展開していきます。
　このように、行政も消費者も関心が高まる“木”。大きな
波になるかどうかは国の政策と各社の商品企画・プロモー
ションとが噛み合うかどうかにかかっています。 “木”の
価値が環境的にも感性的にも評価される今、日本の森林・

林業、“木”死回生のターニングポイントが2010年であっ
たと、後世で語られるよう取り組みたいものです。

『月刊HOUSING』元編
集長、現在リクルート
住宅総研 主任研究員
や神奈川県総合計画
審議会委員も務める
住生活ジャーナリス
ト。ブログ「Vivien研
究員の暮らしと住宅
業界裏話」更新中！

【藤井繁子Profi le】

行政もユーザーも注目の“木”
政府の成長戦略に森、林、木！

最新商品トレンドにも“木”

エンドユーザーの関心は？

伊antoniolupi社のミラノ･サローネ展示にて、流線形の新作バスタ
ブを引き立てるのは無垢木製床のクラシック・カントリーな空間

トーヨーキッチン&リ
ビング社が5月に発売
した Pot au feu（ポ
トフ）は仏プロバンス
から輸入するヴィン
テージ加工が美しい
キッチン。
ビーチ材のキャビ
ネットはスクラッチ
や地肌を見せる表面
加工で使い込まれた
風合いを造り出す
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社員の「考える力」を育てる施策の数々

本社：岐阜県安八郡輪之内町         楡俣1695-1
事業内容：   電気設備資材、
　　　　   給排水設備
　　　　   およびガス設備資材の　　　　   製造販売
代表者：瀧川 克弘
売上高：207億円（2010年3月期）従業員数：775名
HP：http://www.mirai.co.jp/

小さな倹約、大きな浪費
例えば、大きな設備投資はムダにしないよう知恵を絞るが、小さなムダは心が痛まないので何も生まない。必要な経費は惜しまず、細かい倹約の工夫にも日々励む。

4

カ
ー
ド
が
な
い
。社
員
食
堂
の
支
払
い

も
自
己
申
告
、資
材
な
ど
の
購
買
も
１

４
０
億
円
も
仕
入
れ
な
が
ら
、チ
ェ
ッ
ク

は
最
小
限
。瀧
川
社
長
は
、よ
く
「
性
善

説
で
す
か
？
」と
聞
か
れ
る
と
苦
笑
す

る
。

　
「
人
は
規
制
を
か
け
る
と
そ
こ
か
ら

逃
れ
よ
う
と
し
ま
す
。結
局
い
た
ち
ご
っ

こ
に
な
っ
て
、規
制
す
る
方
が
必
ず
負
け

ま
す
。こ
れ
ら
は
コ
ス
ト
増
に
し
か
つ
な

が
ら
な
い
の
で
や
ら
な
い
の
で
す
」。

　

私
た
ち
が
普
段
常
識
と
思
っ
て
い
て

も
、検
証
し
て
み
る
と
不
合
理
な
こ
と
は

少
な
く
な
い
。こ
う
し
た
発
想
の
転
換

が
、未
来
工
業
の
真
骨
頂
だ
。

　

も
う
一
つ
、提
案
制
度
を
見
て
み
る
。

こ
れ
は
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
で
も
、一
つ
提

案
す
る
た
び
に
５
０
０
円
の
参
加
費
が

支
給
さ
れ
る
制
度
。も
ち
ろ
ん
大
き
な

成
果
に
は
、別
途
賞
金
が
出
る
。

　
「
内
容
に
関
し
て
は
一
切
否
定
し
ま
せ

ん
。社
員
は
少
し
で
も
否
定
さ
れ
る
と

ア
イ
デ
ア
を
出
さ
な
く
な
り
ま
す
。そ

れ
に
、簡
単
そ
う
に
見
え
て
意
外
と
す

ぐ
に
ネ
タ
が
尽
き
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

常
に
考
え
続
け
な
け
れ
ば
、提
案
を
出

し
続
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」。

　

提
案
の
中
身
よ
り
も
、「
常
に
考
え

る
」風
土
づ
く
り
に
力
点
を
置
い
て
い
る

か
ら
こ
そ
、ア
イ
デ
ア
が
集
ま
る
。こ
の

制
度
に
よ
っ
て
あ
が
る
提
案
は
、今
や
年

間
１
万
件
を
越
え
る
と
い
う
。

　

獲
得
し
た
ア
イ
デ
ア
や
工
夫
は
積
極

的
に
特
許
や
実
用
新
案
、意
匠
登
録
を

出
願
し
て
守
る
。さ
ら
に
豊
富
な
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
揃
え
て
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
、

そ
の
分
野
で
は
他
社
の
追
随
を
許
さ
な

い
体
制
を
整
え
る
。一
見
大
胆
な
施
策

も
、一
つ
ひ
と
つ
に
狙
い
が
あ
り
、社
内
の

文
化
醸
成
や
利
益
を
生
み
出
す
仕
組
み

に
、し
っ
か
り
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ロ
ー
テ
ク
に
こ
そ
、

技
術
が
集
約
さ
れ
る

　

こ
う
し
て
作
ら
れ
る
未
来
工
業
の
製

品
は
、ハ
イ
テ
ク
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。し
か
し
、そ
の
製
品
、そ
の
分
野
に
徹

底
的
に
取
り
組
む
か
ら
こ
そ
、生
ま
れ
る

付
加
価
値
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
私
た
ち
の
製
品
は
、形
だ
け
で
あ

れ
ば
マ
ネ
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
で

し
ょ
う
。し
か
し
使
い
勝
手
や
使
い
心
地

ま
で
は
マ
ネ
で
き
ま
せ
ん
。そ
こ
に
は
作

り
続
け
る
こ
と
で
積
み
重
ね
て
き
た
ノ

ウ
ハ
ウ
が
詰
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。そ

う
し
た
知
恵
こ
そ
が
、安
易
な
価
格
競

争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
付
加
価

値
を
生
む
の
で
あ
り
、も
の
づ
く
り
の
本

質
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

む
し
ろ
こ
う
し
た
ロ
ー
テ
ク
の
中
に

こ
そ
技
術
の
集
約
が
あ
る
と
瀧
川
社
長

は
語
り
、継
承
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
。

　
「
人
を
た
だ
の
コ
ス
ト
と
考
え
、安
易

に
海
外
や
外
注
に
頼
る
発
想
で
は
、本

当
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
残
り
ま
せ
ん
。目
先
の

マ
ネ
ー
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
惑
わ
さ
れ

ず
、人
や
地
域
社
会
を
大
切
に
し
、目
の

前
の
市
場
で
生
き
残
る
知
恵
を
絞
る
こ

と
が
、私
た
ち
の
未
来
に
と
っ
て
大
事
な

こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。

　
「
社
員
の
や
る
気
」に
こ
だ
わ
っ
た
経

営
。未
来
工
業
は
そ
の
先
に
、も
の
づ
く

り
と
日
本
の
未
来
を
見
据
え
て
い
る
。

それぞれの電灯には
名札がついており、一
人ひとりが責任を持っ
てまめに消灯する仕組
みを作っている

残業禁止＆公休140日
残業をさせず、多くの公休を設けるのも、そこで自分の人生を豊かにしてもらいたいから。それが仕事上の日々のアイデアや工夫につながると考える。

1
営業ノルマは一切なし
ノルマを課しても、できない人は諦める。できる人は数字を作ったら手を抜く。それに目先の売上を追うと、売先の問屋さんにしか行けない。すぐ売上にならなくても、工務店などの需要先に出向き、生の情報をフィードバックした方が、会社にも問屋さんにもメリットがある。

2

給与は年功序列
未来工業では、人間にはさまざまな能力があり、一概に判定できるものではないと考えている。「同じ釜の飯を食う」仲間として、感謝し、助け合う精神を育んでいる。

3

主力製品の一つワイ
ヤー滑車。シェアは
80％をこえるという

樹脂製の給湯管を普及させた
のも未来工業。工法とともに
瞬く間に業界に広がった

本社2階にあるショールーム。こちらのディスプレイも社員の皆さんが自ら行っている
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本
気
で

Front runner
先端企業に学ぶ

企業が成長するカギは
常識にとらわれないこと。
挑戦し続ける優良企業から
ビジネスヒントを学びます。

未来工業株式会社

生
む

こ
そ
が

を

本
物
の

代表取締役社長
瀧川 克弘さん

未来工業には制服がない。
そのかわりに年1回作業
服代が支給されている。
安全上の問題がなければ、
どんな服装でもかまわな
い。社員の自主性を重視
する姿勢がこのようなと
ころにも表れる

さまざまなアイデアや工夫によって市場を拡大していった電設資材や工具の数々。ヒット商品だけでなく、ラインアップの充実にも力を注ぎ、価格競争に巻き込まれにくい市場環境づくりを目指す

「
常
に
考
え
る
!
」

を
軸
に
、

「
社
員
の
や
る
気
」に

徹
底
的
に
こ
だ
わ
る

　

年
間
の
公
休
は
１
４
０
日
、

基
本
的
に
残
業
な
し
、ノ
ル
マ

な
し
、定
年
は
70
歳
、給
料
は
地
域
の
平

均
以
上
。従
業
員
に
と
っ
て
は
夢
の
よ

う
な
労
働
条
件
を
実
現
し
て
い
る
企
業

が
あ
る
。電
線
管
や
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス

と
い
っ
た
電
設
資
材
、樹
脂
管
や
継
手
と

い
っ
た
給
排
水
設
備
の
中
堅
メ
ー
カ
ー
、

未
来
工
業
だ
。同
社
は
産
業
財
産
（
特

許
や
実
用
新
案
、意
匠
出
願
な
ど
）の
多

さ
と
収
益
の
高
さ
で
も
知
ら
れ
る
。平

成
18
年
度
に
は
特
許
庁
か
ら
「
産
業
財

産
権
制
度
活
用
優
良
企
業
」と
し
て
表

彰
さ
れ
た
。ま
た
、昨
今
厳
し
い
建
材
業

界
に
あ
っ
て
２
０
０
９
年
度
の
営
業
利

益
率
は
７
％
と
健
闘
し
て
い
る
。そ
れ
を

支
え
る
の
は
、創
業
以
来
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
常
に
考
え
る
」を
軸
と
し
た
、「
社
員
の

や
る
気
」に
こ
だ
わ
る
経
営
だ
。

　
「
私
た
ち
は
大
手
企
業
と
も
ハ
ン
デ

な
し
で
戦
い
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
、常
に
ア
イ

デ
ア
や
工
夫
を
積
み
重
ね
、お
客
様
に
感

動
し
て
も
ら
え
る
製
品
を
提
供
し
続
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は
こ
う

し
た
ア
イ
デ
ア
や
工
夫
を
生
む
潜
在
能

力
は
、通
常
の
評
価
基
準
で
は
量
れ
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。だ
か
ら
自
主
性
を

重
視
し
、余
暇
を
充
実
さ
せ
て
豊
か
な

感
性
を
持
っ
た
社
員
を
育
て
る
こ
と
に

力
を
注
い
で
い
る
の
で
す
」。

　

私
た
ち
は
人
間
の
可
能
性
に
か
け
て

い
る
だ
け
と
瀧
川
社
長
は
言
う
。し
か

し
、そ
こ
に
は
考
え
抜
か
れ
た
、極
め
て

合
理
的
な
発
想
が
あ
る
。

大
胆
な
施
策
の
裏
に
、

明
確
な
狙
い
と
仕
組
み
あ
り

　

例
え
ば
、未
来
工
業
に
は
タ
イ
ム

考
え
る
人
感
動

→

『常 に 考 え る』
は、創業以来の
スローガン。そ
のモットーから
生まれた産業財
産権は、平成20
年10月現在で
6978件。特 許
出 願1454件、
実用新案出願540件、意匠出願4422件、商標出願562件にもなる。

最近のイチオシ製品「OAフ
ロア」。配線が楽で、中央の
四角からも配線を取り出せる
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7
月
20
日
、当
社
は
日
本
電
気
株

式
会
社
（
以
下
、Ｎ
Ｅ
Ｃ
）と
協
業
し

て
企
画
・
開
発
し
た
I
T
サ
ー
ビ
ス

「
Ｊジ

ェ
イ
ホ
ッ
プ

Ｈ
Ｏ
Ｐ
（
※
1
）」の
販
売
活
動
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

J
H
O
P
は
、住
宅
関
連
事
業
者

向
け
の
業
務
シ
ス
テ
ム
を
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
提
供
す
る
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス（
S
a
a
S
型
〈
※
2
〉）で

す
。

　

本
年
10
月
か
ら
、J
H
O
P
は
物

流
シ
ス
テ
ム
・
簡
易
プ
ラ
ン
作
成
Ｃ

Ａ
Ｄ
（「
J
H
O
P 

C
A
Ｄ
」）
の
提

供
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。そ
の
後
、

バ
ー
チ
ャ
ル
展
示
場
・
電
子
カ
タ
ロ

グ
・
プ
ラ
ン
集
な
ど
の
情
報
提
供
や
、

構
造
設
計
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
実
行
予
算
・
販

売
管
理
・
工
事
／
資
材
発
注
・
工
程

管
理
な
ど
の
業
務
シ
ス
テ
ム
を
順
次

提
供
す
る
予
定
で
す
。当
社
と
Ｎ
Ｅ

Ｃ
は
、Ｊ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
を
２
０
１
４
年
度
で

10
万
棟
に
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、Ｊ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、I
T
企
業
数
社
が
参
加
を
表

明
し
て
い
ま
す
。今
後
、さ
ら
に
パ
ー

ト
ナ
ー
を
増
や
し
、サ
ー
ビ
ス
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
に
は
、ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
の
利
点
を
生
か
し
た
、次
の
よ
う
な

特
長
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
や
Ｊ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
パ
ー
ト
ナ
ー

が
持
つ
住
宅
業
界
向
け
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
た
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
基
盤

か
ら
提
供
し
ま
す
。ま
た
、住
宅
建
築

の
各
プ
ロ
セ
ス
（
プ
ラ
ン
作
成
／
概

算
見
積
、設
計
、工
事
工
程
計
画
／
積

算
、施
工
、ア
フ
タ
ー
／
リ
フ
ォ
ー
ム
）

で
必
要
な
シ
ス
テ
ム
を
順
次
提
供
し

ま
す
。

　

利
用
者
が
、「
必
要
な
と
き
に
、必

要
な
分
だ
け
」利
用
で
き
る
よ
う
、伝

票
や
棟
単
位
の
従
量
課
金
制
を
設

定
。高
度
な
シ
ス
テ
ム
を
安
価
に
利

用
で
き
ま
す
。

　

地
域
の
建
材
納
材
店
が
、地
域
ご

と
の
商
習
慣
や
事
業
者
構
造
に
応
じ

て
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と
役
務
を
最
適

な
組
み
合
わ
せ
で
展
開
で
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
は
、住
宅
関
連
事
業
者

の
業
務
の
効
率
化
と
、新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
創
出
に
よ
る
住

宅
関
連
業
界
の
活
性
化
に
貢
献
し
ま

す
。

　

住
友
林
業
は
、地
域
の
工
務
店
や

取
引
先
の
業
務
効
率
化
や
事
業
拡
大

を
支
援
し
、当
社
の
木
材
建
材
事
業

の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。加
え
て
、戸

建
住
宅
の
原
価
低
減
に
つ
な
げ
る
こ

と
で
潜
在
的
な
需
要
を
喚
起
し
、業

界
の
活
性
化
に
貢
献
し
ま
す
。

　

当
社
の
関
連
会
社
で
、住
宅
資
材

の
物
流
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
社
で
あ
る

ホ
ー
ム
エ
コ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
株
式

会
社
（
本
誌
特
集
参
照
）は
、Ｊ
Ｈ
Ｏ

Ｐ
の
物
流
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
物

流
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

今号の特集「物流システムの業界常識に変革を！」はいかがでしたでしょうか？　「情報」と「物流」を一元管理し、合理化する「ロ
ジスティクス」。もともとは軍事用語で「必要な物資をタイミングよく補給する仕組み」を意味するそうです。ロジスティクスではITが
重要な役割を果たします。次号ではその物流システムを含めた住宅関連業務システムを「クラウド」の仕組みを活用して提供する、
「JHOP」を特集します。要チェックです！

 Biz Topics

編集後記

ビジネスにプラスになる
情報を、住友林業がお届け！

plus

 編集室より　『建材マンスリー』のご意見、ご感想をお寄せください。住友林業株式会社 木材建材事業本部 『建材マンスリー』編集室（三浦・齋藤　FAX：03-3214-3282）

News pick up! 住友林業ニュース
住
友
林
業
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
住
宅
業
界
向
け
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
協
業

住
宅
事
業
の
業
務
全
般
を
支
援
す
る

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス「
J
H
O
P（
ジ
ェ
イ
ホ
ッ
プ
）」ス
タ
ー
ト
へ

JHOPの詳細はこちらから  http://jhop.jp 

※
１
：Japan Housing Open Platform

の
略
称
。

※
２
：Softw

are as a Service
の
略
称
。
ユ
ー

ザ
ー
が
必
要
と
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
機
能
を
、

「
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
利

用
で
き
る
形
態
。

サ
ー
ビ
ス
の
概
要

主
な
特
長
と
メ
リ
ッ
ト

利
用
者
の
業
務
効
率
化
や

事
業
拡
大
を
支
援

JHOPの概要

１
．豊
富
な
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー

２
．き
め
細
か
な
単
位
の
価
格
設
定

３
．地
域
密
着
型
の
サ
ー
ビ
ス
展
開

「
Ｊ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」
に
つ
い
て
は
、

次
号
で
詳
し
く
特
集
い
た
し
ま
す
。

自社の持つ商品・
サービスを提供

IT系企業

NEC

CADべンダー

業務システムベンダー

地域密着型サービスの提供

地域プレイヤー

ホームエコ・ロジスティクス㈱

地域の建材納材店

物流業者 etc.

オンデマンド型
サービスの利用

住宅関連事業者

工務店

プレカット工場

ハウスメーカーetc.

CAD 提供

SaaS 型
物流システム

システム提供

システム提供

積算・実行予算

工程管理

受発注システム

「JHOP CAD」

受注支援システム

物流システム

　　■ビジネスプロデュース
　　■クラウドサービス提供

JHOP（住友林業/NEC）

etc.

各プレーヤーが持つ経営資源を組み合わせ、新たなビジネスモデルを構築
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平成22年6月の新設住宅着工 △は減

6月
5月 4月 3月対前月比

　　（戸）　　　 　（％）
対前年同月比

　　（戸）　　　 　（％）

新　設　住　宅　計 68,688 8,777 14.7 420 0.6 59,911 66,568 65,008
建築主別 公共

民間
906

67,782
△1,430
10,207

△61.2
17.7

△979
1,399

△51.9
2.1

2,336
57,575

2,632
63,936

3,034
61,974

利用関係別 持家
貸家
給与住宅
分譲住宅

27,656
24,871
456

15,705

3,413
3,112
△280
2,532

14.1
14.3

△38.0
19.2

1,162
△3,049
△794
3,101

4.4
△10.9
△63.5
24.6

24,243
21,759
736

13,173

23,496
24,425
564

18,083

21,981
24,055
1,661
17,311

資金別 民間資金 58,715 9,010 18.1 △683 △1.1 49,705 55,639 54,667

公的資金 9,973 △233 △ 2.3 1,103 12.4 10,206 10,929 10,341

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

636
5,287
34

4,016

△1,518
1,125
34
126

△70.5
27.0
̶
3.2

△355
1,827
△147
△222

△35.8
52.8
△81.2
△5.2

2,154
4,162

0
3,890

1,878
4,683
278
4,090

1,867
4,328
502
3,644

構造別 木造 40,748 5,789 16.6 675 1.7 34,959 34,425 33,947

非木造 27,940 2,988 12.0 △255 △0.9 24,952 32,143 31,061

鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

150
14,304
13,345

60
81

△359
1,270
2,046
17
14

△70.5
9.7
18.1
39.5
20.9

△228
△39
91
21

△100

△60.3
△ 0.3
0.7
53.8

△ 55.2

509
13,034
11,299
43
67

798
19,098
12,133

41
73

1,499
19,080
10,361
36
85

構造別 戸
対前月比

　（戸）　　　 （％）
対前年同月比

　（戸）　　　 （％）
利用関係別 戸

対前月比
　（戸）　　　 （％）

対前年同月比
　（戸）　　　 （％）

合　計
木　造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造

11,417
1,283
338
9,796

1,557
338
123
1,096

15.8
35.8
57.2
12.6

876
30
216
630

8.3
2.4

177.0
6.9

持　　家
貸　　家
給与住宅
分譲住宅

4,831
6,154
37
395

459
1,030
△89
157

10.5
20.1

△70.6
66.0

399
526
△98
49

9.0
9.3

△72.6
14.2

プレハブ新設住宅戸数

枠組壁工法（ツーバイフォー）新設住宅戸数

利用関係別 合計 持家 貸家 給与
住宅

分譲
住宅対前月比 対前月比 対前月比 対前月比 対前月比

対前年同月比 対前年同月比 対前年同月比 対前年同月比 対前年同月比

木造
戸

8,842
戸

2,036
％
29.9 2,594

戸
409

％
18.7 4,901

戸
1,523

％
45.1 8

戸
4

％
100.0 1,339

戸
100

％
8.1

521 6.3 243 10.3 △23 △0.5 0 0.0 301 29.0

総数
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